
AlthibaX 
自動導入ドライブコントローラー 

ASCOMドライバー 

 



ASCOMドライバーをインストール。 

ASCOMPlatform は必ず「管理者として実行」でインストールします。 

ダウンロードした「ASCOMPlatformXXXX.exe」をダブルクリックしてインストールを行います。 
ユーザーアカウント制御のダイアログが出たら［はい］をクリックしてください。  
 
同様にAlthibaドライバーをインストールします。 
 
 
注）AlThibaはMEADE LX200コマンド一部互換になっておりますが、 
   日時の設定は互換が取れていませんので必ず専用ドライバーをお使いください。 

ASCOMのDownload Centerより、最新のASCOM Platformをダウンロードします。 

ここです。 

AlthibaをASCOMドライバーで使用するにはASCOMPlatformとAlThiba専用ドライバーが必要です。 
 
順にインストールを進めます。 
ASCOM https://ascom-standards.org/ 

http://www.ascom-standards.org/Downloads/Index.htm


C:¥Program Files¥Ciel 

skychart.exeを右クリックして 

プロパティをクリック互換性タブを選択して 

特権レベル 

管理者としてこのプルグラムを実行するにチェックする。(DEVICE HUB 使用時は除く） 

 
 

エラー対策をします。（Cartes du Cielの場合） 

これを行わないと正常に動作できません。 

ASCOMを使用する星図ソフトウェアに管理者権限を与えます。 

星図ソフトCielの場合はskychart.exe 

 

「管理者としてこのプログラムを実行する」はPipe.exe、POTH.exeを設定してください 

同時に複数のソフトウェアを使う場合は全てのソフトウエアの実行ファイルに設定してください。 

 



☆彡 星図ソフト等からの設定。 

単独使用の場合は 

AlThiba を選択し初回はProperties…を選択してください。 

 

ステラナビゲータ、ステラショット、SkyChart、N.I.N.A、APT、PHD２等 

複数で使用する場合は全てDeviceHUBを選択します。 

POTHの設定の中でAlthibaを選択します。 

 

•AlThibaドライバーのみで同時に接続できてしまう場合もございますが、 

 その場合あらぬ方向に進んだり、正しい導入ができなかったり 

 接続がいきなり切れて以降つながらなくなる場合がございます。 

 必ずDeviceHUBを使用してください。 

 



まず通信設定を設定します。 

USBの場合はSerialportにチェック 

ネットワークの場合はIpaddressにチェックします。 

 

IPアドレスはAlthibaのIPアドレスを入力します。 

アクセスポイントモードの場合は192.168.0.1 

ステーションモードの場合はAlthibaの表示部に出た 

アドレスを入力します。 

 

COMポートがあっていない場合、エラーが出ます。 

デバイスマネージャーでポート番号を調べ 

設定が終わりましたらOKを選択 

一旦終了させてください。 

 

再度、 Properties…を選択して再起動し接続を選択します。 

接続されるとAlThibaよりデーターの入力が始まります。 

 

【各項目の説明】 

観測地 

Location:観測地の緯度経度を入力します。 

       観測地から見て世界標準時の時差を入力します。 

       日本標準時の時差の入力は「+9」と入力します。 

       正確に入力しないと 

     SkySafariでの導入精度に誤差が生じます。 

     GPSを受信すると緯度、経度は自動で入力されます。 

UTC offset: 

               時差の設定を行います。 

     日本は+09と入力します。 

     GPS受信では設定されません。 

Speed: 

     導入スピードの変更が出来ます。 

SlewSpeed: 

               導入スピードを設定します。 

     寒冷地などはステッピングモーターの 

     脱調が起こりますのでスピードの調整を 

     行ってください。 

     この数値はASCOMドライバーに保存されます。 

     通常は標準でお使いください。 

      

 

設定画面 



☆彡 操作パネル画面 

< 実行画面 > 
 
１. 望遠鏡の向いている赤経赤緯を表示します。 
 
２. 望遠鏡の向いている高度方位を表示します。 
 
３. 接続中のステータスが点滅します。 
 
４. モーターの手動動作ボタンです。 
 
 5. Track:恒星時運転中は緑色に表示します。 
          文字を選択すると運転のON/OFFが出来ます。 
  Slew:導入運転中は赤色に表示します。 
  HOME:HOMEへ導入中は緑色に表示します。 
  HOMEの文字をクリックすることによりHOMEへ導入します。 
 
６. モーターのスピードが変更できます。 
   「>>>」  Slew:      導入   スピード 
   「>>>」  Center:   微動   スピード 
     「G…」    Guide:    ガイド スピード 
  Guide以外に選択し手動動作を行ったり 
  星図ソフトから導入をし完了後は 
  10秒後に自動的にガイドスピードに戻ります。 
 
７. アイコンをクリックすることにより 
  ビープ音を鳴らしたり切ったりできます。 
 
8. HOME位置に導入します。導入後モーターが停止します。 
 
9. 導入を途中で停止したい場合に選択します。 
 
10. 望遠鏡をHOME位置（極北）又はPARK位置（指定の位置） 
  いずれかの選択が出来ます。 
 
11.PARK位置の任意の位置の登録の際に選択します。 
 
12.運転スピードの変更が出来ます。 
  （左から恒星時、月時、太陽時です） 
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☆彡 導入について 

自動導入の方法（Cielの場合） 

 望遠鏡メニューから接続をクリックしASCOM画面を表示させます。 

 接続ボタンを押すとTRACKが緑に変わり恒星時運転が開始されます。 

 

 目標を選択し望遠鏡メニューから導入をクリックします。 

Slewが赤色に変わり導入が始まります。 

導入が終わるとSlew表示が消えます。 

 

望遠鏡の向いている高度(ALT)と方位(AZ)が実際の空とあっているか 

確認をしてください。 

向いている方向が間違っていたりする場合は 

パソコンの日時時刻や星図ソフトの観測地が間違っていますので 

修正をしてください。 



☆彡 HOME位置の移動 

HOME位置を極北に選択する。 

HOMEパネルが現れます。 

HOMEボタンを押してHOME位置に移動する。 

移動が完了しますと運転が停止します。 

 

この状態でASCOMの接続を切ってコントローラーの電源を切ります。 

 

再度電源を入れますと 

運転が停止した状態でHOME位置でスタートします。 

TRACKの文字を選択し運転を開始するか 

目標天体に導入をしますと導入が開始します。 



☆彡 PARK位置の移動 

HOME位置を極北以外に選択する。 

PARKパネルが現れます。 

PARKボタンを押してPARK位置に移動する。 

移動が完了しますと運転が停止します。 

 

この状態でASCOMの接続を切って 

コントローラーの電源を切ります。 

 

再度電源を入れますと 

運転が停止した状態でPARK位置でスタートします。 

Unparkパネルを選択すると運転が開始します。 

スライディングルーフで運用などでHOME位置を極北にi以外にしたい場合 

PARKで運用します。 

  収納時        再開時 

☆彡 PARK位置の登録 

☆彡 PARK位置の移動 

収納時の位置に導入をします。 

スライディングルーフ等で収納できる位置に導入しておきます） 

▼マークを選択してPark位置パネルを表示させます。 

Park位置は登録されましたので 

再度▼マークを選択してParkパネルを表示させます。 

Parkボタンを選択して導入し完了したら 

コントローラーの電源を切ります。 



以下の手順でDEVICE HUBの設定をしていただき、 
ステラナビゲータ、PHD２等の接続をしてください。 
 
１.N.I.N.Aの場合 
C:¥C:¥Program Files¥N.I.N.A. - Nighttime Imaging 'N' Astronomy 
  NINA.exeのプロパティで 
  互換性タブにある管理者として実行するのチェックをします。 
  AlthibaDriver.exeはチェックを外します。 
     
                                      NINA.exe   管理者として実行 チェック 
                                       
                                      PHD.exe             チェックを外す。 
 
                                      AlthibaDriver.exe   チェックを外す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２. DEVICE HUBの接続 
 
「ASCOM Telescope Chooser」が表示されますので、「Device Hub Telescope」を選択し、 
「Properties...」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［Telescope Device］画面中央の［Choose］をクリックします。 
 「ASCOM Telescope Chooser」が表示されますので、「AlThiba」を選択します。 
 
３. ステラナビゲータの接続 
ステラナビゲータを起動します。 
［観測］メニューの［望遠鏡コントロール］をクリックします。 
「望遠鏡コントロール」ダイアログが表示されますので、 

メーカー：ASCOM 
望遠鏡：ASCOM 

を選択していただき、［接続］ボタンをクリックします。 
「ASCOM Telescope Chooser」が表示されますので、「Devoce Hub」を選択し、［OK］をクリックします。 
「望遠鏡コントロール」ダイアログに「ASCOM ASCOM が接続しています。」と表示されますので、 
［閉じる］ボタンをクリックしてください。 
星図画面に、望遠鏡マークが表示されていれば接続は完了となります。 
3. ほかのソフトの接続 
上記手順と同様にPOTHでほかのソフトの接続を行ってください。 
なお、「ASCOM Telescope Chooser」で望遠鏡の設定をする場合には必ず「Device Hub」を選択してください。 
 

☆彡 複数のアプリと望遠鏡と同時に使う場合。（DEVICE HUB編） 



上位ソフト 

COMオブジェクト 

ステラナビゲーター 
ステラショット 
Ciel 
MaxImDL 
 

ASCOMはレジストリ操作をする 

【参考資料】ASCOMドライバーインストール概要図 

アプリ間通信 

管理者権限が必要 

COMを通じてレジストリ
操作をするので 
管理者権限が必要 

デバイス 

管理者権限が必要 

シリアルポートの設定値など 
レジストリに保存されるため 

シリアル通信 

Windowsで使う上でのユーザー特権を回避する内容になります。 
専門的な内容ですが一読お願いします。 
 
ASCOMはレジストリに書き込むのが基本になります。 
Windows7以降のOSでは管理者権限で実行する必要があります。 
インストールについては管理者である必要があります。 

 

ASCOMドライバ 

アプリ間通信 

（ASCOMプラットフォーム） 

AlThiba 
自動導入コントローラ 



【前書き】 ASCOMプラットホームでエラーを出さないインストール 

ASCOMはWindowsのCOMオブジェクトを利用した 

アプリ間通信を利用しています。 

 

またポートの番号やデバイスの名称など設定した内容はすべて 

レジストリに保存されます。 

 

Windows7からはレジストリの操作に関しては管理者の権限が 

必要になりました。 

 

ですのでインストールの際には 

管理者の権限が必要になってきます。 

 

重要なのは 

ASCOMプラットホームだけでなく 

ステラナビゲーターなどの上位ソフトも 

管理者である必要があります。 

もし管理者でないアプリがASCOMを操作するとどうな
るでしょう 

アプリケーションからは使いたいデバイスのドライバー
をアプリ間通信で 

呼び出すのですが、管理者ではないためドライバーの
番地（住所）がわからなくなります。 

 

この時点でASCOMプラットホームはエラーを出すとい
うことになります。 

 

そのインストールをする時に注意したいのは 

ASCOMプラットホーム、ASCOMドライバー、 

ステラナビゲーターなどの上位ソフトを 

必ず管理者として実行をしてインストールすること 

 

それととっても重要なのが 

インストールされた実行ファイルが必ずしも 

管理者の権限になっているとはかぎらないので 

 

実行ファイルを探して強制的に管理者として 

このプログラムを実行するという設定にします。 

 



サポート、保証規定 

保証内容 取扱説明書（本製品外箱の記載を含みます。以下同様です。）等にしたがった 
正常な使用状態で故障した場合、 
ハードウェア保証書のある製品では、それをご提示いただく事によりそこに 
記載された期間内においては、無料修理または弊社の判断により同等品へ交換いたします。 
 
ソフトウェアに関しては保証いたしません。 
但し、OSのバージョンアップ等で正常に使えない場合は 
有償にてアップデートをご提供します。 
ASCOM設定やドライバーの個別な設定などは原則行いませんが 
弊社作業工数規定（出張費を含む）にて有償でサポートいたします。 
 
またハードウェア保証書の無い製品では、 
取扱説明書等に記載されたハードウェア保証規定の保証内容に記載された期間などに従い、 
無償修理（１か月）や同等品へ交換いたします。 
 
保証対象 保証の対象となるのは本製品の本体部分のみで、 
ソフトウェア、付属品・消耗品、または本製品もしくは接続製品内に保存されたデータ等は 
保証の対象とはなりません。 
 
保証対象外 以下の場合は保証の対象とはなりません。 
購入日から保証期間が経過した場合、記載された期間を経過した場合 
中古品でご購入された場合 
火災、地震、水害、落雷、ガス害、塩害およびその他の天災地変、 
公害または異常電圧等の外部的事情による故障もしくは損傷の場合。 
お買い上げ後の輸送、移動時の落下・衝撃等お取扱いが不適当なため生じた故障もしくは損傷の場合 
接続時の不備に起因する故障もしくは損傷、または接続している他の機器やプログラム等に起因する
故障もしくは損傷の場合 
取扱説明書等に記載の使用方法または注意書き等に反する 
お取扱いに起因する故障もしくは損傷の場合 
合理的使用方法に反するお取扱いまたはお客様の維持･管理環境に起因する故障もしくは損傷の場合弊
社以外で改造、調整、部品交換等をされた場合 
その他弊社が無料修理の対象外と判断した場合 
修理 修理を弊社へご依頼される場合は、本製品を弊社へお持ち込みください。 
本製品を送付される場合、発送時の費用はお客様のご負担、 
弊社からの返送時の費用は弊社負担とさせていただきます。 
発送の際は輸送時の損傷を防ぐため、ご購入時の箱・梱包材をご使用いただき、 
輸送に関する保証および輸送状況が確認できる業者のご利用をお願いいたします。 
弊社は、輸送中の事故に関しては責任を負いかねます。 
弊社が修理に代えて交換を選択した場合における本製品、もしくは修理の際に交換された本製品の部
品は弊社にて適宜処分しますので、お客様にはお返しいたしません。 
免責 本製品の故障もしくは使用によって生じた毀損・消失等について、 
弊社は一切の責任を負いません。 
弊社に故意または重過失のある場合を除き、本製品に関する弊社の損害賠償責任は理由のいかんを問
わず製品の価格相当額を限度といたします。 
本製品に隠れた瑕疵があった場合は、この約款の規定に関わらず、 
弊社は無償にて当該瑕疵を修理し、または瑕疵のない製品または同等品に交換いたしますが、 
当該瑕疵に基づく損害賠償責任を負いません。 
 
保証有効範囲 弊社は、日本国内のみにおいてハードウェア保証書または本保証規定に従った保証を行
います。本製品の海外でのご使用につきましては、弊社はいかなる保証も致しません。 

マチナカリモート天文台 


